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剰余金の配当に関するお知らせ 

 

当社は、平成 30 年２月９日開催の取締役会において、下記のとおり平成 29 年 12 月 31 日を基準日と

する剰余金の配当を行うことを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（平成29年８月４日公表） 

前期実績 

（平成28年12月期） 

基準日 平成29年12月31日 同左 平成28年12月31日 

１株当たり配当金 14円00銭 13円00銭 11円00銭 

配当金の総額 530百万円 － 422百万円 

効力発生日 平成30年３月９日 － 平成29年３月10日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

２．理由 

当社は、調整後当期純利益(※1)に対する総還元性向 50％を目標とし、株主への利益還元の充実化

を図る方針であります。 

今後も、収益力を強化し、経営効率の一層の向上を図ると共に、配当と自己株式取得を合わせた

調整後当期純利益に対する総還元性向 50％を目標とした株主還元を実施することにより、調整後Ｒ

ＯＥ(※２)20％以上を「企業価値の向上」を示す目標指標とし、その実現を目指してまいります。 

当期の配当につきましては、調整後当期純利益に対する総還元性向 50％の考え方に基づき、１株

につき 14 円（通期では、平成 28 年 12 月期比５円増配の１株あたり 26 円の配当）の期末配当を実

施いたします。 

加えて、平成 30 年２月９日に公表した「自己株式取得に係る事項の決定に関するお知らせ」に記

載の通り、調整後当期純利益に対する総還元性向 50％以上の株主還元を行うため、株式の取得価額

の総額 682 百万円を上限に自己株式の取得を実施いたします。その結果、平成 29 年 12 月期におけ

る調整後当期純利益に対する総還元性向は 51.1％以上となる予定であります。 

なお、会社法第459条第１項に基づき剰余金の配当等を取締役会が決定する旨の定款変更を平成25

年３月29日開催の第20期定時株主総会で決議しておりますので、当該内容につきましては第25期定

時株主総会には付議いたしません。 

※１ 調整後当期純利益は、繰越欠損金に対する繰延税金資産の計上に伴う法人税等調整額の影

響を除いた親会社株主に帰属する当期純利益を言います。 

※２ 調整後ＲＯＥとは、調整後当期純利益を基に算定したＲＯＥを言います。 

 

 

 



３．次期の配当について 

次期の配当につきましては、継続的に調整後ＲＯＥ20％以上の実現を目指し、調整後当期純利益

に対する総還元性向50％の目標を堅持し、株主に対する利益還元を行う方針でありますが、機動的

な利益還元を行うために、現時点では、配当または自己株式の取得両方を選択肢とし、配当予想に

ついては中間配当金:１株につき14円、期末配当金:１株につき14円、年間配当金:１株につき28円の

予想としております。 

 

 １株当たり配当金(円) 

基準日 第２四半期末 期末 合計 

配当予想(平成30年12月期) 14円00銭 14円00銭 28円00銭 

当期実績(平成29年12月期) 12円00銭 14円00銭 26円00銭 

前期実績(平成28年12月期) 10円00銭 11円00銭 21円00銭 

※上記の配当予想は配当と自己株式の取得により調整後当期純利益に対する総還元性向50％を実現 

することを前提にしております。 

 

 

以  上 


